
学校教育部 平塚市教育研究所 



教育図書閲覧スペース １階 実技研究室 

２階 和室（10畳2室） 



３階 大会議室 

２階 小会議室 

２階 中会議室 



「本市の学校に勤務する教職員及び教育関係団体等」とは、 
 

1. 本市の学校に勤務する教職員で構成する団体 
2. 本市ＰＴＡ関係団体 
3. 本市学童保育関係団体 
4. 公立幼稚園関係団体 
5. 私立幼稚園関係団体 
6. 教職員の退職者関係団体 
7. 中地区教職員組合 
8. 平塚市役所に属する団体 
9. 平塚市教育委員会に属する団体 
10.平塚市の外郭的団体 

   （公益財団法人平塚市生きがい事業団・公益財団法人平塚市まちづくり財団） 
11.中教育事務所に属する団体 
12.その他教育長が認めた団体 

 

この団体以外の一般の利用についても貸し出しを行っています。 



 

 学校教育の成果は、児童生徒の教育にあたる教職員に負うところが極
めて大きい。 

 人間性豊かな児童生徒を育てていくために教職員ひとりひとりに「創意と
工夫」が強く要望されるところであり、そのために教師自身の不断の研究
あるいは研修による資質向上が最も重要なことであります。 

 しかしながら年間１５００回を超える各種研究会、研修会、諸会議等の会
場確保が難しく、学校の図書館、体育館等を使用しているのが実状でそ
れだけ教育現場への影響も少なくないわけであります。 

 また、本市教職員の主力年齢層が３０歳未満であります。小学校では５０
パーセント、中学校では４２，９パーセントであります。 

 このことは、本市教育の成果は、この年齢層に左右されると言えます。し
かしまだ実務経験も少なく研究・研修のいちばん必要な年齢層と言えま
すが研修の場が確保されていません。 

 このような現状を踏まえ、研究・研修の場として仮称教育会館を建設する
ものであります。） 
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年齢 

昭和53年度（中学校） 

昭和53年度（小学校） 

校長、教頭、特学担当者を除いた総括教諭・
教諭の人数（年齢は年度末現在） 
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年齢 

平成27年度（中学校） 

平成27年度（小学校） 

校長、教頭、特学担当者を除いた総括教諭・
教諭の人数（年齢は年度末現在） 
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